










































































































































































































































なお、 『懐風藻』の本文は注②掲載書、 『文選Jの本文は中国古典文学叢書 『文選（ ）ー』（上海古籍
出版社、 1986年8月）によった。但し、便宜上通行字体に改めたところがある。
????
＊酎酪要旨
相田満氏は、 『懐風藻』序の「而専崇釈教Jは、文字を使うことに長けた釈教の人々がいた一方で、
そうではない当時の文人たちが作詩技術の習得はできたのか、と読めるのではないかと指摘した。村
尾誠一氏は、「先哲」の範囲が日本のみならず中固まで及ぶのか、また漢詩を集めた人も含めるのか、
と質問し、発表者は日本の漢詩を作った人と解釈していると回答した。李字玲氏は、撰者が編纂時に
名を明かさなかった理由について、聖武・孝謙朝に対して距離を置いたためではないかと指摘した。
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